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（様式－１ 表紙） 

  １ 調査名称：さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定調査業務 

 ２ 調査主体：さいたま市 

 ３ 調査圏域：さいたま市全域 

 ４ 調査期間：平成２７年度 

 ５ 調査概要：「さいたま市総合都市交通体系マスタープラン（以下、SMARTプラン）」

は、道路、公共交通、交通環境、地区交通等、本市の交通施策の方針を示すもの

であり、平成16年の策定以降、様々な交通計画の上位計画として位置づけられる

ものであり、総合都市交通体系マスタープラン基本計画（以下基本計画）と総合

都市交通体系マスタープラン部門別計画（以下部門別計画）から構成される。 

SMARTプランは、平成16年10月の策定以降、旧岩槻市の合併に伴う平成18年の４

月の改定を経て、これまで、本市の交通政策の基本的な考え方を示した指針とし

て、各種施策推進の一翼を担ってきた。 

しかし、策定から10年が経過し、この間、社会・経済情勢、特に交通を取り巻

く環境は大きく変化するとともに、国の交通関連法案の変化や、上位計画である

総合振興計画後期基本計画（平成26年4月策定）やさいたま市都市計画マスタープ

ラン（平成26年4月改定）に示される交通関連方針を反映し、時代に見合った計画

とする必要が生じたことから、基本計画の見直しを行うものである。 
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（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称：さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定調査業務 

 ２ 報告書目次 

第１章 調査の全体計画 

1-1 業務の目的 

1-2 業務項目 

1-3 業務行程 

第２章 現況整理 

2-1 社会・経済情勢 

2-2 交通を取り巻く環境 

2-3 地区別の状況 

2-4 本市の交通体系上の課題 

第３章 将来交通課題の整理 

3-1 さいたま市の将来都市像 

3-2 将来都市交通体系のあり方 

3-3 将来分析のねらい 

3-4 将来都市構造の想定 

3-5 将来交通需要の推計 

3-6 将来の交通課題 

第４章 交通政策基本法の理念等の追加 

4-1 関連法制・上位計画の動向整理 

4-2 総合都市交通体系構築の基本目標および基本方針の検討 

4-3 さいたま市が目指す総合都市交通体系における主な施策の検討 

4-4 今後の進め方の検討 

第５章 検討委員会等の開催支援 

5-1 さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定検討委員会 

5-2 さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定庁内検討会議 
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（様式－２ｂ 調査概要）

 ３ 調査体制 

 ４ 委員会名簿等： 

さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定検討委員会

（委員長：埼玉大学大学院 教授 久保田 尚）

さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定庁内検討会議

（会長：さいたま市都市局都市計画部交通政策課長 岡崎 繁）

さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定検討委員会 事務局

さいたま市総合都市交通体系マスタープラン改定庁内検討会議 事務局

（さいたま市都市局都市計画部交通政策課企画調整係）
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（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

○本調査は、法律や上位計画等の策定及び改正の趣旨及び社会経済情勢の変化等に伴い

「さいたま市総合都市交通体系マスタープラン基本計画」見直しの必要性が生じたこと

から、以下に示す趣旨を踏まえ、基本計画の見直し作業を行うことを目的とする。

＜趣旨＞

－2013 年 12 月に我が国における初めての交通に関する基本法制として「交通政策基本法」が

施行され、地方公共団体の果たす役割等が明文化されるとともに、国・地方公共団体・民間

事業者・国民がそれぞれ連携しながら交通政策を推進することとされた。

－また、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」も改正され、地方公共団体が中心と

なり、コンパクトなまちづくりと連携した地域の公共交通ネットワークを再構築するための

枠組みも整備されたところである。

－本市の交通政策の基本的な考え方を取りまとめた「さいたま市総合都市交通体系マスタープ

ラン（SMART プラン）基本計画については、策定から 10 年が経過し、この間、上記の法

律改正だけでなく社会経済情勢も大きく変化するとともに、本市でも総合振興計画基本計画

や都市計画マスタープラン等の上位計画の改定を行ったことから、基本計画の見直しの必要

性が生じている。

 ２ 調査フロー 

現況整理

将来交通需要の推計

将来交通課題の整理

交通課題の整理

基本目標・基本計画の検討

主な施策の検討

基本計画のとりまとめ
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 ３ 調査圏域図 

さいたま市全域
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（様式－３ｂ 調査成果）

 ４ 調査成果 

 ■本市の現況整理 

交通体系の課題 

社会・経済情勢

から見た課題 

・首都圏の北の交通拠点として、広域の交流を繋ぎ、受け入れる役割

が本市に求められる。 

・人口は依然増加傾向にあるが、地域によっては人口減が始まってお

り、地域差が生じているほか、高齢化率は、SMART プラン策定時、東

京都市圏では低い水準にあったが、既に高齢化傾向にあり、地域の

状況に応じた交通を確保することが求められる。 

・市街地は依然として拡大を続けており、今後の交通のあり方につい

て方針を示すことが求められる。 

・財政状況については、行政の医療・福祉負担が増大しているうえ、

交通基盤の維持・管理費についても増加傾向にあり、既存ストック

を有効活用した効率的な交通への投資が求められる。 

・2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催も控え、今後も増

加すると考えられる観光目的の来街者への対応が求められる。 

・環境対応車の普及等、運輸部門からの環境への悪影響は軽減されつ

つあるが、依然環境への配慮は重要な課題であり、自動車利用の削

減につながる交通体系の構築が求められる。 

・東日本大震災以降の防災意識の高まりに対し、公共交通の冗長性を

高めることが求められる。 

交通を取り巻く

環境から見た課

題 

・市全域の交通量は、SMART プラン策定時から、さらに増加傾向にある

が、自動車利用が微減する一方、鉄道利用や自転車利用が増加傾向

にあり、これらの変化を踏まえた対応が求められる。 

・路線バスについては、大宮駅、浦和駅等の主要駅への路線バスをは

じめ、市内全体的にネットワークが形成されているが、利用者は伸

び悩んでおり、利便性向上等の需要促進策が必要である。 

・路線バスを補完するコミュニティバスや乗合タクシーが市内各地で

導入されているが、課題も抱えており、今後の高齢化への対応を考

えると、さらなる地域公共交通の導入の検討も求められる。 

・自動車分担率は減少傾向が見られるが、都市計画道路の整備率は低

く、更なる整備の進捗が求められる。 

・自転車は、SMART プラン策定以降、全国的に見ても高い水準で利用さ

れており、コミュニティサイクル導入等の自転車利用促進策が求め

られるほか、自転車事故の割合は高く、安全性向上策が求められる。
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■本市の将来都市交通体系のあり方
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■将来分析のねらい
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■将来都市構造の想定
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■将来交通需要の見通し
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■将来の交通課題
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■総合都市交通体系構築の基本目標

○ 人口減少や超高齢化社会の局面を迎え、コンパクトシティ形成の必要性はさらに高まっ

ており、まちづくりと連携した公共交通の充実、多様な交通手段の確保等、新たな方針

を打ち出すことが求められている。

○ 本市においても、上位計画の目指す方向性として「集約・ネットワーク型都市構造」が

打ち出されており、交通においても、コンパクトシティを支える役割が求められている。

○ これらの流れを踏まえ、SMARTプランでは、以下に示す集約ネットワーク型都市構造
の実現を基本目標として定めた。
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■総合都市交通体系構築の基本方針

○ 基本目標として掲げる集約・ネットワーク型都市構造を実現するためには、本市におけ

る交通課題に適切に対応することが求められる。

○ 基本目標および現在・将来の都市交通の課題を踏まえた 4つの基本方針を整理した。
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■本市が目指す総合都市交通体系における主な施策の検討 

総合都市交通体系の基本的な考え方と施策イメージ

○さいたま市の交通施策の展開にあたっては、この 4つの基本方針に基づいて検討を進めるも
のとし、SMARTプランでは施策展開の方向性について提示した。
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■今後の進め方の検討

※本調査結果に基づき、基本計画（素案）については、平成 28年 7月からパブリック・コ
メントを実施することとしている。パブリック・コメントの実施に際し、素案の一部の修正

を行っているが、今回の資料は、調査報告書の内容で記載している。


